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一　

は
じ
め
に

　

正
岡
子
規
は
「
墨
汁
一
滴
」（
明
三
四
・
一
・
二
五
『
日
本
』）
の
中
で
「
鉄

幹
と
子
規
と
は
並
称
す
べ
き
者
に
あ
ら
ず
」
と
記
し
、
前
年
夏
頃
に
起
き
た

あ
る
論
争
を
振
り
返
っ
た
。
子
規
の
言
葉
を
借
り
て
、「
鉄
幹
子
規
不
可
並

称
」
論
争
。
当
時
の
歌
壇
は
こ
れ
を
二
人
の
「
尊
卑
軽
重
」
問
題
と
し
て
取

り
沙
汰
し
た
。
だ
が
一
方
で
、
当
事
者
た
る
子
規
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
自

身
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
。「
墨
汁
一
滴
」
で
彼
が
新
た
に

語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
不
可
並
称
」
の
理
由
は
二
人
の
「
尊
卑
軽
重
」

の
差
で
は
な
く
、
短
歌
上
の
「
趣
味
」
の
相
違
に
あ
っ
た
と
い
う１
。
本
稿
で

は
、
こ
の
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
の
係
争
点
を
、
短
歌
革
新
に
お
け
る
子
規

の
主
張
の
揺
ら
ぎ
│
│
特
に
「
主
観
」
に
対
す
る
評
価
の
変
移
│
│
と
関
連

づ
け
る
こ
と
で
、「
写
生
」
中
心
の
子
規
像
を
読
み
替
え
る
一
助
と
し
た
い
。

　

ま
ず
は
論
争
の
展
開
を
概
観
し
て
お
く
。
発
端
は
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』（
明

三
三
・
五
・
一
一
、
倶
楽
部
欄
）
掲
載
の
菊
迂
生
の
投
書
だ
っ
た
。
そ
こ
に
「
与

謝
野
鉄
幹
正
岡
子
規
渡
邊
光
風
金
子
薫
園
な
ん
ど
の
新
派
若
武
者
」
と
の
文

言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
不
満
を
覚
え
た
伊
藤
左
千
夫
は
、「
正
岡
師
と
他
の

両
三
氏
を
一
列
に
見
る
さ
へ
あ
る
に
若
武
者
な
ん
ど
ゝ
稍
軽
侮
の
言
を
弄
せ

る
に
あ
ら
ず
や
」（
明
三
三
・
七
・
二
〇
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』、
倶
楽
部
欄
）
と
書
き
、

同
誌
編
集
陣
を
非
難
し
た
。
ま
た
、
阪
井
久
良
岐
も
「
鉄
幹
抔
と
同
一
趣
味

に
見
ら
れ
て
は
、
イ
ヤ
ハ
ヤ
何
と
も
頭
か
ら
お
話
に
な
ら
な
い
」（「
歌
壇
放

言
」、
明
三
三
・
九
・
五
『
大
帝
国
』）
と
こ
れ
に
同
調
す
る
。
二
人
は
子
規
を

頭
領
と
す
る
根
岸
短
歌
会
、
い
わ
ゆ
る
根
岸
派
の
仲
間
で
あ
る
。

　

鉄
幹
は
こ
う
し
た
根
岸
派
の
不
遜
な
物
言
い
を
子
規
の
差
し
金
と
勘
繰

り
、
反
撃
の
一
手
を
講
じ
る
。
彼
は
「
子
規
子
に
与
ふ
」（
明
三
三
・
九
・
一

二
『
明
星
』）
で
、
根
岸
派
に
よ
る
一
方
的
な
「
不
可
並
称
」
の
謗
り
を
、「
文

壇
の
徳
義
を
無
視
し
た
常
識
は
づ
れ
の
無
礼
の
暴
言
」
と
指
弾
し
た
。
ま
た
、

子
規
に
対
し
て
も
、「
君
自
身
の
名
で
子
規
は
文
壇
の
破
廉
恥
漢
で
な
い
と

云
ふ
こ
と
を
弁
明
し
玉
へ
」
と
怒
り
を
顕
わ
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
記
事
を
受
け
、
子
規
は
早
々
に
鉄
幹
へ
と
手
紙
（
明
三
三
・
九
・
一
六

付
）
を
送
り
、
直
接
会
っ
て
「
邪
推
」
と
「
誤
報
」
を
正
し
た
い
と
打
診
し

た
。
翌
月
七
日
に
は
面
会
が
実
現
し
、
互
い
の
誤
解
は
ひ
と
ま
ず
氷
解
す
る
。

　

子
規
の
短
歌
革
新
、
そ
の
変
転

│
│ 

鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
を
視
座
と
し
て 

│
│
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ま
た
、
久
良
岐
も
自
ら
の
「
不
注
意
」
と
「
其
罪
を
謝
す
」
る
手
紙
（
明
三
三
・

九
・
一
七
付
）
を
鉄
幹
に
送
っ
て
い
る
。
子
規
ら
の
書
簡
は
鉄
幹
の
返
書
と

と
も
に
『
明
星
』
誌
上
で
公
表
さ
れ
（「
蛇
口
仏
心
」、
明
三
三
・
一
〇
・
一
二
）、

事
態
の
収
束
を
世
に
伝
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
一
連
の
諍
い
は
、「
感
情
問
題
と
し
て
処
理

さ
れ
、
歌
学
論
争
と
し
て
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
評
価

さ
れ
て
い
る
（
中
晧
「
子
規
と
鉄
幹
│
│
「
明
星
」
初
期
に
お
け
る
対
立
│
│
」、

一
九
六
四
・
一
二
『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
九
巻
一
五
号
）。
他
方
、
こ

の
と
き
に
浮
上
し
た
子
規
と
鉄
幹
の
相
違
点
は
、
し
ば
し
ば
写
実
主
義
と
浪

漫
主
義
の
対
立
に
直
結
さ
せ
ら
れ
て
き
た２
。「
歌
学
論
争
」
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
水
面
下
で
子
規
の
写
実
主
義
と
鉄
幹
の
浪
漫
主
義
と
が
衝
突
し
た
と

い
う
図
式
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
規
自
身
は
上
述
の
「
感
情
問
題
」
の
中
で
、

自
ら
の
立
場
を
具
体
的
に
公
表
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
従
来
の
先
行
研
究
に

お
い
て
は
、
一
貫
し
た
「
主
義
」
を
自
明
視
す
る
概
括
的
な
見
方
が
、
当
時

の
争
点
を
覆
い
隠
し
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
子
規
の
短
歌
革
新
を
通
観
す
る
際
に
は
、
一
つ
の
屈
折
点
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
客
観
」
偏
重
か
ら
「
主
観
」

尊
重
へ
の
変
説
で
あ
る
。
短
歌
革
新
の
嚆
矢
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
の
発

表
は
明
治
三
十
一
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
子
規
は
、
俳
句
と
短
歌

の
類
似
性
を
自
明
視
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、「
俳
句
と
和
歌
と
漢
詩
と
形

を
異
に
し
て
趣
を
同
う
す
」（「
俳
句
と
漢
詩
」、
明
三
〇
・
二
・
一
一
『
日
本
』）

と
い
う
よ
う
に３
。

　

し
か
し
、
そ
の
見
通
し
に
変
化
が
萌
す
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
三
十

三
年
の
子
規
は
、
俳
句
の
精
細
な
「
客
観
的
」
表
現
が
短
歌
に
適
さ
な
い
こ

と
を
認
め
て
い
る
。
同
時
に
、
短
歌
に
お
け
る
「
主
観
」
を
肯
定
的
に
再
評

価
し
て
も
い
る
。こ
の
と
き
、俳
句
と
短
歌
の
差
別
化
が
、「
客
観
」
か
ら
「
主

観
」
へ
の
移
行
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
短
歌

革
新
と
い
う
言
説
に
は
、
俳
句
と
短
歌
の
相
違
点
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、

ジ
ャ
ン
ル
間
の
境
界
を
再
構
築
す
る
一
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
子
規
の
短
歌
観
の
変
転
は
、
既
に
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る４
。
だ
が
、
こ
の
定
説
は
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
に
お
け
る
子
規

評
と
食
い
違
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
す
で
に
俳
句
の
「
客
観
」
か
ら

短
歌
の
「
主
観
」
へ
と
視
野
を
広
げ
て
い
た
子
規
を
、
依
然
と
し
て
写
実
主

義
と
概
括
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
問
い
を
追
究
す
る
た

め
、
本
稿
で
は
今
一
度
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
の
論
点
を
見
定
め
て
み
た

い
。「
感
情
問
題
」
を
一
つ
の
極
と
す
る
論
争
の
背
景
に
は
、
根
岸
派
に
よ

る
自
派
擁
護
と
他
派
批
判
の
戦
略
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
現

れ
る
「
主
観
」
尊
重
の
姿
勢
に
注
目
す
る
と
き
、
写
実
主
義
や
「
写
生
」
と

は
異
な
る
観
点
か
ら
、
子
規
の
文
学
営
為
に
お
け
る
短
歌
革
新
の
位
置
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

二　
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
の
周
辺

　

短
歌
革
新
出
発
期
に
お
け
る
「
主
観
」
の
位
置
づ
け
を
探
る
た
め
、「
歌

よ
み
に
与
ふ
る
書
」（
明
三
一
・
二
・
一
二
『
日
本
』）
発
表
当
時
の
状
況
に
目

を
向
け
て
み
よ
う
。
予
め
確
認
し
て
お
く
が
、
こ
の
著
名
な
歌
論
は
、
当
時

の
『
日
本
』
紙
上
の
歌
学
論
争
を
背
景
に
控
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
時
代

言
説
の
煽
り
を
受
け
る
こ
と
で
、
子
規
の
短
歌
観
は
僅
か
な
揺
ら
ぎ
を
見
せ

て
い
た
。
以
下
、
議
論
の
経
過
に
即
し
な
が
ら
、「
主
観
」
を
め
ぐ
る
当
時



〔　　〕44

の
子
規
の
立
場
を
探
っ
て
い
く
。

　

明
治
三
十
一
年
二
月
七
日
、『
日
本
』
附
録
週
報
に
「
新
自
讃
歌
」
が
載
る
。

当
代
歌
人
の
自
讃
歌
十
首
を
紹
介
す
る
連
載
記
事
の
初
回
だ
。
こ
の
日
は
御

歌
所
派
の
小
出
粲
が
自
作
を
寄
せ
た
。
だ
が
そ
の
三
日
後
、
同
記
事
に
対
す

る
伊
藤
左
千
夫
（
春
園
）
の
批
判
文
「
非
新
自
讃
歌
論
」
が
紙
面
に
登
場
す

る
。
彼
は
、
小
出
歌
の
一
部
表
現
が
「
た
ふ
と
き
和
歌
の
調
」
を
損
ね
て
い

る
と
し
、「
歌
に
は
あ
ら
で
三
十
一
文
字
の
俳
句
な
り
」
と
断
じ
て
い
る５
。

　

こ
の
左
千
夫
論
に
対
し
、『
日
本
』
記
者
で
俳
人
の
五
百
木
飄
亭
（
駿
台
小

隠
）
が
異
を
唱
え
る
。
彼
は
左
千
夫
の
言
う
「
い
や
し
げ
な
る
調
」
が
「
新

材
料
」
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を
看
破
し
、「
寧
ろ
其
着
眼
の
斬
新
、
語
法

の
自
由
、
固
陋
な
る
国
歌
界
に
て
は
讃
す
べ
き
の
値
あ
り
」
と
反
論
す
る

（「
読
非
新
自
讃
歌
論
」、
明
三
一
・
二
・
一
五
『
日
本
』）。
ま
た
、
左
千
夫
が
「
調
」

を
短
歌
の
専
有
物
と
み
な
す
の
に
対
し
、
飄
亭
は
「
都
べ
て
の
詩
歌
に
は
其

内
各
種
の
調
を
含
有
せ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
と
指
弾
し
て
い
る
。
こ
の
後

も
、
左
千
夫
「
小
隠
子
に
こ
た
ふ
」（
明
三
一
・
二
・
二
三
、
二
四
『
日
本
』）
と
、

飄
亭
「
春
園
子
に
与
ふ
」（
明
三
一
・
二
・
二
五
〜
三
・
九
『
日
本
』）
の
間
で
、

短
歌
と
俳
句
の
「
調
」
を
め
ぐ
る
議
論
が
続
い
た
。

　
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
は
こ
う
し
た
状
況
下
で
発
表
さ
れ
た
。
同
論
冒

頭
、「
仰
の
如
く
近
来
和
歌
は
一
向
に
振
ひ
不
申
候
」
と
の
一
節
は
、
左
千

夫
の
「
非
新
自
讃
歌
論
」
へ
の
応
答
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
歌
壇
の

現
状
に
苦
言
を
呈
す
る
に
止
ま
り
、
左
千
夫
論
に
対
す
る
直
接
的
な
提
言
は

見
ら
れ
な
い
。
子
規
の
筆
が
彼
ら
の
論
戦
に
及
ぶ
の
は
「
三
た
び
歌
よ
み
に

与
ふ
る
書
」（
明
三
一
・
二
・
一
八
『
日
本
』、
以
下
「
三
た
び
」、「
四
た
び
」
と
略
称
）

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
子
規
は
「
な
だ
ら
か
な
る
調
が
和
歌
の
長
所
な
ら

ば
迫
り
た
る
調
が
俳
句
の
長
所
な
る
事
は
分
り
申
さ
ゞ
る
や
ら
ん
」
と
述

べ
、
飄
亭
論
を
擁
護
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
子
規
の
関
心
は
「
調
」
の
問
題
を
置
き
去
り
に
し
て
、「
主
観
」

と
「
客
観
」
の
方
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
彼
は
「
四
た
び
」（
明
三
一
・
二
・

二
一
『
日
本
』）
の
中
で
、
八
田
知
紀
の
歌
「
芳
野
山
霞
の
奥
は
知
ら
ね
ど
も

見
ゆ
る
限
り
は
桜
な
り
け
り
」
を
評
し
、「
全
体
が
客
観
的
即
ち
景
色
な
る

に
其
中
に
主
観
的
理
窟
の
句
が
ま
じ
り
て
は
殺
風
景
い
は
ん
方
無
く
候
」
と

述
べ
る
。
子
規
の
定
義
す
る
「
理
屈
」
と
は
、「
感
情
に
て
感
じ
得
可
ら
ず

智
識
に
訴
へ
て
後
始
め
て
知
る
べ
き
者
」（「
俳
句
問
答
」、
明
二
九
・
七
・
一
七

『
日
本
』）
を
指
す
。
子
規
は
こ
の
「
理
屈
」
を
「
文
学
」
の
範
疇
か
ら
除
外

し
て
き
た
。
作
者
の
「
感
情
」
の
再
現
こ
そ
が
、「
文
学
」
の
要
件
だ
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る６
。
知
紀
歌
に
戻
れ
ば
、
桜
の
咲
く
吉
野
山
の
景
観
が
一
首

の
「
感
情
」
を
喚
起
し
て
い
る
。
し
か
し
、
知
紀
は
そ
の
様
態
を
詳
述
す
る

の
で
は
な
く
、
視
界
を
越
え
た
「
霞
の
奥
」
を
推
測
し
、
そ
れ
を
「
消
極
的
に
」

否
定
す
る
。
こ
の
迂
遠
な
語
り
に
「
理
屈
」
が
介
在
す
る
。
特
に
短
詩
形
に

お
い
て
、
そ
う
し
た
理
智
的
な
「
主
観
」
の
働
き
は
、
実
景
が
も
た
ら
し
た

「
感
情
」
の
再
現
を
阻
害
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
「
理
屈
」
を
回
避
す
る
た
め
、

「
感
情
」
の
発
端
と
な
る
「
客
観
」
が
相
対
的
な
価
値
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
客
観
」
偏
重
の
子
規
に
対
し
、
千
葉
稲
城
が
批
判
を
寄
せ
る

（「
竹
の
里
人
に
一
筆
参
ら
せ
候
」、
明
三
一
・
二
・
二
二
『
日
本
』）。
稲
城
は
、「
是

非
客
観
的
に
の
み
詠
む
べ
き
」
と
い
う
子
規
の
立
場
に
真
っ
向
か
ら
反
対
す

る
。
こ
の
と
き
稲
城
は
、「
昔
よ
り
歌
は
感
情
の
声
な
れ
ば
客
観
の
主
観
に

進
化
し
た
る
も
の
即
ち
情
念
に
は
多
少
の
理
屈
も
含
ま
る
事
に
候
」
と
述

べ
、「
理
屈
」
を
排
す
る
子
規
の
大
前
提
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
る
。
さ
ら
に
、
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歌
の
上
で
は
「
主
観
」
と
「
客
観
」
の
区
別
は
不
分
明
だ
と
し
、
そ
れ
を
古

歌
へ
と
適
用
す
る
子
規
の
論
法
を
、「
破
壊
的
の
言
論
」
と
し
て
糾
弾
す
る
。

こ
の
投
書
に
よ
っ
て
、
短
歌
に
お
け
る
「
主
観
」
と
「
客
観
」
の
比
重
が
、

目
下
の
論
題
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

子
規
は
「
六
た
び
」（
明
三
一
・
二
・
二
四
『
日
本
』）
で
稲
城
論
に
応
じ
る
。

子
規
の
考
え
で
は
、「
客
観
的
景
色
を
美
な
り
と
思
ひ
し
結
果
」
と
し
て
歌

が
詠
ま
れ
る
以
上
、
そ
の
契
機
は
「
感
情
」
に
あ
る
。「
主
観
的
」
と
「
客

観
的
」
の
違
い
は
「
只
う
つ
く
し
い
と
か
奇
麗
と
か
う
れ
し
い
と
か
楽
し
い

と
か
い
ふ
語
を
著
く
る
と
著
け
ぬ
と
の
相
違
」
に
過
ぎ
な
い
。「
主
観
的
」

は
「
感
情
」
と
「
理
窟
」
に
区
別
さ
れ
る
が
、「
理
窟
」
の
み
が
排
斥
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
か
よ
う
な
論
理
に
よ
っ
て
子
規
は
「
主
観
」
を
部
分
的
に

容
認
す
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、「
但
和
歌
俳
句
の
如
き
短
き
者
に
は
主
観

的
佳
句
よ
り
も
客
観
的
佳
句
多
し
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
短
詩
形
を
条
件
と

し
た
「
客
観
」
重
視
の
姿
勢
に
自
信
を
窺
わ
せ
て
も
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
客
観
」
偏
重
と
の
批
判
を
受
け
た
子
規
は
、「
主
観
」
の

評
価
に
つ
い
て
慎
重
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
実
際
、「
八
た
び
」（
明
三
一
・

三
・
一
『
日
本
』）
に
も
、「
客
観
詩
を
の
み
取
る
」
訳
で
は
な
い
と
の
自
己

弁
護
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
純
客
観
」
と
「
純
主
観
」、
両
方
の
歌
を
好

む
と
い
う
の
で
あ
る
。
子
規
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
次
の
源
実
朝
の
三
首

を
掲
げ
る
。

武
士
の
矢
並
つ
く
ろ
ふ
小
手
の
上
に
霰
た
は
し
る
那
須
の
篠
原

 

〈
純
客
観
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時
に
よ
り
す
く
れ
は
民
の
な
け
き
な
り
八
大
龍
王
雨
や
め
た
ま
へ
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物
い
は
ぬ
よ
も
の
け
た
も
の
す
ら
た
に
も
あ
は
れ
な
る
か
な
親
の
子
を

思
ふ 

〈
純
主
観
〉

　

一
首
目
は
、
子
規
自
身
説
明
す
る
よ
う
に
、
助
詞
に
対
し
て
名
詞
の
比
重

が
大
き
く
、「
必
要
な
る
材
料
を
以
て
充
実
」
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
句
法
上
の
緊
密
さ
を
伴
い
な
が
ら
、「
語
々
活
動
」
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
こ
に
一
点
付
け
加
え
る
と
、
各
名
詞
に
伴
う
知
覚
や
価
値
判
断
が
希
薄
な

こ
と
、
語
り
手
の
主
体
性
が
前
景
化
し
て
い
な
い
こ
と
も
「
純
客
観
」
の
要

因
と
言
え
る
。
こ
の
点
で
子
規
の
言
う
「
純
客
観
」
と
は
、
語
り
と
「
感
情
」

が
癒
着
し
な
い
、
三
人
称
的
な
語
り
手
の
歌
と
仮
定
で
き
る
。

　

二
首
目
で
は
、
補
助
動
詞
の
命
令
形
「
た
ま
へ
」
が
「
主
観
」
を
演
出
す

る
。
子
規
は
「
六
た
び
」
の
中
で
、「
う
つ
く
し
い
」
や
「
奇
麗
」
と
い
っ

た
感
情
を
形
容
す
る
語
句
を
「
主
観
的
」
の
条
件
と
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で

は
「
主
観
」
と
い
う
語
意
の
広
さ
、
あ
る
い
は
曖
昧
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。

三
首
目
の
場
合
、「
あ
は
れ
な
る
か
な
」
の
詠
嘆
が
語
り
手
に
主
体
性
を
付

与
す
る
と
と
も
に
、「
親
の
子
を
思
ふ
」
と
い
う
題
材
自
体
が
「
主
観
的
」

な
調
子
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
規
は
こ
れ
ら
純
主
観
二
首
を
称
揚

す
る
上
で
、
句
切
れ
や
字
余
り
の
効
果
に
も
言
及
し
て
お
り
、
統
辞
的
観
点

か
ら
も
「
主
観
」
の
現
出
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　
「
客
観
」
か
ら
「
主
観
」
へ

　

そ
も
そ
も
、
子
規
が
定
義
す
る
「
客
観
」
と
「
主
観
」
と
は
何
を
指
す
の

か
。
改
め
て
俳
句
で
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
。「
俳
諧
大
要
」（
明
二
八
・

一
〇
・
二
四
『
日
本
』）
に
よ
れ
ば
、「
主
観
的
と
は
心
中
の
状
況
を
詠
」
ず
る

こ
と
で
、「
客
観
的
と
は
心
象
に
写
り
来
り
し
客
観
的
の
事
物
を
其
儘
に
詠
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ず
る
」
こ
と
だ
と
い
う
。
別
所
で
は
、「
客
観
句
と
は
見
た
ま
ゝ
聞
い
た
ま
ゝ

を
い
へ
る
句
な
り
。
主
観（
マ
マ
）と
は
作
者
の
考
（
智
識
に
て
も
感
情
に
て
も
）
を
述

べ
た
る
句
な
り
」（「
随
問
随
答
」、
明
三
三
・
一
・
一
〇
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』）
と
も

述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
具
体
例
と
し
て
、
子
規
に
よ
る
「
主
観
体
」（
明

二
九
・
三
・
二
二
『
日
本
』）
の
句
を
見
て
み
よ
う
。
彼
は
「
主
観
体
」
を
、「
天

然
と
人
事
と
に
関
ら
ず
作
者
の
意
思
感
情
を
現
は
し
た
る
」
句
、「
作
者
の

智
識
に
よ
り
て
あ
る
物
の
関
係
を
定
め
是
非
を
判
じ
た
る
が
如
き
」
句
と
位

置
づ
け
、
次
の
よ
う
な
作
例
を
挙
げ
て
い
る
。

福
寿
草
貧
乏
草
も
あ
ら
ま
ほ
し

蠅
を
打
つ
人
の
心
の
細
さ
か
な

行
く
秋
の
わ
れ
に
神
無
し
仏
無
し

冬
籠
り
長
生
き
せ
ん
と
思
ひ
け
り

　

一
句
目
は
「
福
寿
草
」
の
言
葉
遊
び
が
句
の
眼
目
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

「
客
観
的
の
事
物
」
と
し
て
の
福
寿
草
は
後
景
化
し
、「
あ
ら
ま
ほ
し
」
と
い

う
「
意
思
感
情
」
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
。
二
句
目
の
場
合
、
蠅
や
人
の

様
態
は
不
明
瞭
だ
が
、「
打
つ
」
こ
と
の
無
慈
悲
を
介
す
る
こ
と
で
、
両
者

の
「
関
係
を
定
め
是
非
を
判
じ
」
て
い
る７
。
ま
た
、
三
句
目
で
は
過
ぎ
ゆ
く

秋
の
無
常
に
感
じ
入
り
、
四
句
目
で
は
冬
籠
り
へ
の
切
実
な
抱
負
を
掲
げ
て

い
る
。
後
半
二
句
に
は
病
を
背
負
う
子
規
の
姿
が
重
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
の
語
り
手
は
、
明
示
さ
れ
た
「
意
思
感
情
」
の
主
語
を
兼
ね
る
点

で
一
人
称
的
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
歌
と
い
う
文
脈
で
は
往
々
に
し
て
語
り
手

＝
作
者
と
い
う
図
式
が
仮
構
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
子
規
の
言
う
「
作
者
」
も

そ
れ
を
無
批
判
に
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し
字
数
制
限
が
あ
る
俳
句
で
は
、

「
作
者
の
意
思
感
情
」
と
「
客
観
的
の
事
物
」
の
関
連
づ
け
に
言
葉
を
割
き

に
く
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
主
観
体
」
で
は
作
者
の
置
か
れ
た
文
脈
が
取
り
込

み
や
す
い
反
面
、
事
物
間
の
具
体
的
な
関
係
性
を
捨
象
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

一
方
の
「
客
観
体
」（
明
二
九
・
三
・
二
三
『
日
本
』）
は
ど
う
か
。
子
規
の

言
う
「
客
観
体
」
と
は
、「
客
観
的
に
見
た
る
」
も
の
、「
作
者
の
意
見
判
断

等
を
交
へ
ざ
る
も
の
」
の
意
で
あ
る
。

水
底
に
魚
の
影
さ
す
春
日
か
な

梅
雨
晴
の
朝
日
に
松
の
雫
か
な

山
樫
に
朝
霧
か
ゝ
る
峠
か
な

馬
士
去
つ
て
鵙
鳴
い
て
土
手
の
淋
し
さ
よ

　

俳
句
で
は
、
詠
嘆
の
調
子
を
帯
び
た
「
切
れ
」
が
語
り
手
の
「
主
観
」
を

呼
び
込
み
や
す
い
。
だ
が
、「
主
観
体
」
に
比
べ
、「
客
観
体
」
で
は
事
物
の

空
間
的
な
様
態
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
句
目
で
は
、
水
底
に
映
る
魚

の
影
に
よ
っ
て
、
春
の
日
差
し
が
視
覚
的
に
想
起
さ
れ
る
。
二
句
目
は
梅
雨

晴
れ
と
い
う
漠
然
と
し
た
全
景
か
ら
、
小
景
で
あ
る
松
葉
の
水
滴
へ
と
視
点

が
収
斂
し
て
い
く
。
三
句
目
で
は
、
逆
に
山
樫
に
当
て
ら
れ
た
焦
点
が
、
峠

全
体
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
作
者
の
意
思
感
情
」
で
は
な
く
、

「
客
観
的
の
事
物
」
が
「
心
象
に
写
り
来
る
」
様
子
、
特
に
視
覚
的
な
有
様

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
意
思
感
情
」
や
知
覚
の
主
語
を
担
わ

な
い
語
り
手
は
、
先
の
実
朝
歌
同
様
、
三
人
称
的
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
四
句
目
に
は
「
主
観
」
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
下
五
の
「
淋

し
さ
」
は
土
手
の
様
子
を
形
容
す
る
と
と
も
に
、
間
投
助
詞
「
よ
」
の
働
き

に
よ
っ
て
「
主
観
的
」
な
感
嘆
の
調
子
を
帯
び
て
い
る
。
こ
こ
に
子
規
の
定

義
の
曖
昧
さ
が
露
呈
す
る
。
そ
も
そ
も
、
子
規
自
身
「
客
観
」
を
「
心
象
に

写
り
来
り
し
」
状
態
と
位
置
づ
け
て
い
た
よ
う
に
、
語
り
手
の
眼
差
し
と
作
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者
の
「
主
観
」、「
客
観
的
の
事
物
」
を
完
全
に
切
り
離
す
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
れ
で
も
、
俳
句
革
新
を
推
進
す
る
子
規
は
「
客
観
」
の
有
効
性
を
強
調

し
て
き
た
。
自
身
の
俳
句
観
の
変
遷
を
綴
っ
た
「
我
が
俳
句
」（
明
二
九
・
八
・

二
五
『
世
界
之
日
本
』）
で
は
、「
初
め
主
観
的
な
り
し
者
漸
く
変
じ
て
客
観
的

に
傾
け
り
」
と
述
懐
し
て
い
る
。「
自
己
の
感
じ
た
る
結
果
」
を
言
語
化
す

る
こ
と
が
「
蛇
足
」
だ
と
気
づ
き
、「
美
と
感
ぜ
し
め
た
る
客
観
の
事
物
許

り
を
現
す
に
至
」
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、「
明
治
二
十
九
年
の
俳
諧
」（
明

三
〇
・
一
・
一
二
『
日
本
』）
で
は
、
碧
梧
桐
の
「
印
象
明
瞭
」
な
句
風
を
支

持
す
る
一
方
で
、「
主
観
は
無
形
の
者
即
ち
印
象
無
き
者
な
れ
ば
其
印
象
不

明
瞭
は
論
を
竢
た
ず
」
と
述
べ
、「
主
観
」
に
対
し
て
や
や
否
定
的
な
態
度

を
取
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
晩
年
の
談
話
「
俳
諧
新
旧
派
の
異
同
」（
明
三
四
・

四
・
五
『
太
陽
』）
で
も
「
客
観
」
重
視
の
主
張
は
繰
り
返
さ
れ
る
。「
景
色

其
儘
を
言
ふ
の
は
客
観
的
で
あ
る
、
自
分
の
考
へ
を
混
ぜ
れ
ば
主
観
的
に
な

る
、
全
く
客
観
的
と
云
ふ
に
は
理
屈
は
な
い
、
幾
ら
か
主
観
を
混
ぜ
る
か
ら

理
屈
が
出
来
て
来
る
」。

　

以
上
の
よ
う
に
、
子
規
の
俳
句
革
新
は
「
客
観
」
重
視
の
俳
句
観
に
よ
っ

て
貫
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
見
通
し
が
短
歌
革
新
の
中
で
変
容
す
る
。

そ
こ
に
は
実
作
の
経
験
則
が
働
い
て
い
た
。
ま
た
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
な
、

「
客
観
」
偏
重
に
対
す
る
同
時
代
的
な
批
判
も
遠
く
反
響
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
子
規
の
中
で
俳
句
の
「
客
観
」
と
短
歌
の
「
主
観
」
を
弁
別
す
る
大

き
な
流
れ
が
浮
上
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

と
り
わ
け
明
治
三
十
三
年
に
入
る
と
、
短
歌
に
お
け
る
「
主
観
」
尊
重
の

姿
勢
が
鮮
明
化
し
て
い
る
。
久
良
岐
宛
て
の
書
簡
に
基
づ
く
「
歌
と
画
」（
明

三
三
・
四
・
一
一
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』）
で
は
、
こ
の
年
に
入
っ
て
か
ら
の
短
歌
観

の
変
化
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

只
一
昨
年
と
今
年
と
少
し
く
考
の
変
り
た
る
は
、
短
歌
は
俳
句
の
如
く

客
観
を
自
在
に
詠
み
こ
な
す
の
難
き
事
、
又
短
歌
は
俳
句
と
違
ひ
て
主

観
を
自
在
に
詠
み
こ
な
し
得
る
事
、
此
二
事
に
候
。
一
昨
年
頃
は
俳
句

に
詠
み
得
る
景
色
は
何
に
て
も
三
十
一
文
字
に
入
れ
得
べ
き
や
う
に
信

じ
候
ひ
し
か
ど
も
実
際
経
験
を
積
む
に
従
ひ
短
歌
は
俳
句
の
如
く
軽
快

な
る
微
細
な
る
景
色
を
詠
み
難
き
を
発
明
致
候
。

　

こ
こ
で
は
、
子
規
の
短
歌
観
が
俳
句
と
い
う
対
立
項
を
前
提
と
し
て
い
る

点
に
注
意
し
た
い
。
彼
は
字
数
と
い
う
形
式
上
の
差
異
を
根
拠
に
、「
主
観
」

と
「
客
観
」
の
相
対
的
な
適
否
を
演
出
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
主
観
」

を
短
歌
に
負
わ
せ
る
こ
と
で
、「
客
観
」
重
視
の
俳
句
観
を
よ
り
強
化
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
短
歌
革
新
に
お
け
る
「
主
観
」
尊
重
へ
の

移
行
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の
境
域
を
温
存
す
る
た
め
の
戦
略
的
な
変
説
と
評
価
で

き
る
。

　

同
じ
記
事
で
子
規
は
「
絵
の
如
く
な
ら
ざ
る
者
即
主
観
的
（
全
首
主
観
的

な
る
と
主
観
的
の
一
二
句
を
交
へ
た
る
と
）
の
者
」
と
し
て
以
下
の
四
首
を
掲
げ

て
い
る
。
圏
点
は
原
文
通
り
で
、
子
規
が
「
主
観
の
部
分
」
と
み
な
し
た
箇

所
を
指
す
。

吾
命
8

8

し8

ま
さ
き
く
あ
ら
ば
ま
た
も
見
む

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

志
賀
の
大
津
に
よ
す
る
白
浪

 

（
穂
積
朝
臣
老
）

汐
干
の
三
津
の
あ
ま
め
の
く
ゞ
つ
持
ち
玉
藻
刈
る
ら
む
い
ざ
行
き
て
見

8

8

8

8

8

8

む8 
 

（
角
麻
呂
）

岩
屋
戸
に
立
て
る
松
の
樹
汝
を
見
れ
ば
昔
の
人
を
相
見
る
如
し

8

8

8

8

8

8

8

8

8

 

 

 

（
博
通
法
師
）
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天
地
の
神
も
助
け
よ
草
枕
旅
行
く
君
が
家
に
い
た
る
ま
で

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

 

 
 

（
石
川
足
人
朝
臣
）

　
「
六
た
び
」
で
指
摘
し
て
い
た
感
情
を
形
容
す
る
語
句
は
こ
こ
で
も
見
ら

れ
な
い
。
一
方
、
助
動
詞
「
む
」（
一
、
二
首
目
）
の
ほ
か
、
動
詞
の
命
令
形
（
四

首
目
）
も
「
主
観
の
部
分
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
末
表
現
は
主

語
と
し
て
語
る
主
体
、
一
人
称
的
な
語
り
手
を
暗
示
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

一
首
目
か
ら
三
首
目
ま
で
の
「
景
色
」
を
抽
出
す
る
と
、
寄
せ
る
白
波
、
玉

藻
を
刈
る
海
女
、「
三
穂
の
岩
屋
」
に
立
つ
松
が
挙
げ
ら
れ
る
。
子
規
は
「
三

た
び
」
で
知
紀
歌
を
論
じ
る
際
、「
景
色
」
に
「
主
観
的
理
窟
」
が
交
じ
る

こ
と
を
「
殺
風
景
」
と
評
し
て
い
た
。
し
か
し
、
先
の
気
づ
き
を
得
た
子
規

は
、「
主
観
」
と
「
客
観
」
が
拮
抗
す
る
こ
と
に
対
し
て
寛
容
な
態
度
を
示

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
三
十
三
年
の
子
規
は
、
俳
句
に
適
さ
な
い
「
主
観
」
の

可
能
性
を
短
歌
の
中
に
見
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は
実
作
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
。
子
規
の
「
再
び
短
歌
を
募
る
辞
」（
明
三
三
・
一
・
八
『
日

本
』）
を
見
て
み
た
い
。
こ
れ
は
、
前
年
末
に
募
集
し
た
「
新
年
雑
詠
」
に

続
く
、
短
歌
募
集
の
要
項
で
あ
る
。
課
題
は
「
森
」。
そ
の
一
節
に
曰
く
、「
森

と
い
ふ
者
の
感
じ
を
十
分
に
胸
の
裏
に
収
め
て
後
、
家
に
帰
り
、
再
び
前
の

光
景
を
眼
前
に
浮
べ
な
が
ら
あ
そ
こ
こ
ゝ
を
捉
へ
て
幾
首
も
詠
む
な
り
」

と
。
こ
の
「
感
じ
」
と
い
う
表
現
に
「
主
観
」
へ
の
傾
斜
が
読
み
取
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
歌
作
態
度
は
、
手
帳
と
鉛
筆
を
携
え
て
実
地
に
句
を
詠

む
「
写
生
」
と
些
か
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

　

選
歌
の
掲
載
後
、
子
規
も
選
者
詠
「
森
三
十
首
」（
明
三
三
・
二
・
二
二
〜
三
・

六
『
日
本
』）
を
発
表
し
て
い
る
。
以
下
、
初
回
分
か
ら
四
首
掲
げ
て
み
る
。

鏡
な
す
ガ
ラ
ス
張
窓
影
透
き
て
上
野
の
森
に
雪
つ
も
る
見
ゆ

谷
中
路
の
森
の
下
闇
我
が
行
け
ば
花
う
づ
た
か
き
う
ま
人
の
墓

森
深
み
山
鳥
鳴
き
て
た
ま
〳
〵
に
人
に
逢
ふ
さ
へ
淋
し
か
り
け
り

分
れ
た
る
森
の
小
道
に
彳
み
て
人
も
来
る
や
と
ひ
と
り
待
ち
け
り

　

一
首
目
、
下
の
句
「
雪
つ
も
る
」
ま
で
は
「
客
観
的
」
に
窓
外
に
降
る
雪

が
詠
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
末
尾
の
「
見
ゆ
」
が
一
人
称
的
な
語
り
手
を

表
面
化
さ
せ
る
。
窓
を
「
透
き
て
」
屋
外
へ
向
か
う
視
線
か
ら
は
、
病
床
の

子
規
の
姿
が
彷
彿
す
る
。
先
の
「
主
観
体
」
同
様
、
一
人
称
的
な
語
り
手
＝

作
者
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
子
規
は
「
わ
が
病
室
の
障
子
に
ガ
ラ
ス
を
張
り

て
ガ
ラ
ス
障
子
の
歌
よ
み
け
る
中
に
」
十
二
首
（
明
三
三
・
三
・
九
『
日
本
』）

で
も
、「
い
た
つ
き
の
閨
の
ガ
ラ
ス
戸
影
透
き
て
小
松
の
枝
に
雀
飛
ぶ
見
ゆ
」

や
「
ガ
ラ
ス
張
り
て
雪
待
ち
居
れ
ば
あ
る
あ
し
た
雪
ふ
り
し
き
て
木
に
つ
も

る
見
ゆ
」
と
詠
み
、
同
首
と
同
じ
構
図
で
「
見
ゆ
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
の

場
合
、
散
文
の
詞
書
が
一
首
の
外
部
情
報
を
追
加
し
て
い
る
点
に
も
注
意
を

払
っ
て
お
き
た
い
。
子
規
は
、
字
数
の
長
短
に
よ
っ
て
俳
句
の
「
客
観
」
と

短
歌
の
「
主
観
」
を
弁
別
し
て
い
た
が
、
三
十
一
字
の
形
式
を
越
え
る
詞
書

も
ま
た
「
主
観
」
を
呼
び
込
む
装
置
と
し
て
機
能
す
る
。
特
に
、
歌
の
詠
ま

れ
た
状
況
が
補
足
さ
れ
る
と
、
作
者
の
眼
差
し
が
一
首
の
内
に
投
影
さ
れ
、

「
主
観
」
を
担
わ
さ
れ
た
語
り
手
＝
作
者
と
い
う
図
式
が
強
化
さ
れ
る
。
ま

た
、
長
い
詞
書
の
付
与
は
、
俳
句
と
の
差
異
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
表
現

内
容
の
複
雑
化
に
よ
っ
て
定
型
か
ら
の
逸
脱
を
助
長
す
る
点
で
、
写
生
文
の

実
践
と
も
関
連
し
得
る
。

　

さ
て
、「
森
三
十
首
」
二
首
目
の
「
我
が
行
け
ば
」
は
、
一
首
目
に
お
け

る
語
り
の
変
奏
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
三
首
目
は
「
意
思
感
情
」
が
明
示
さ
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れ
た
典
型
的
な
「
主
観
的
」
表
現
で
あ
り
、「
感
じ
」
の
実
践
が
認
め
ら
れ
る
。

た
だ
、
副
助
詞
「
さ
へ
」
に
「
理
屈
」
の
痕
跡
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、

人
に
逢
わ
ず
と
も
淋
し
い
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
推
測
が
介
入
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
四
首
目
も
深
閑
と
し
た
森
の
「
感
じ
」
を
投
影
し
て
い
る
が
、
係

助
詞
「
や
」
が
反
語
的
に
機
能
す
る
こ
と
で
、「
ひ
と
り
」
の
語
が
冗
長
と

な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
助
詞
と
の
親
和
性
が
高
い
「
主
観
的
」
な
「
意
思
感

情
」
に
対
し
て
は
、「
理
屈
」
を
招
き
や
す
い
と
い
う
難
点
が
指
摘
で
き
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
子
規
は
、
こ
う
し
た
瑕
瑾
に
違
和
感
を
覚
え
な
い
ほ
ど
、

「
主
観
」
や
「
感
じ
」
に
価
値
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
冒
頭
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
が
歌
壇
の
注
目

を
集
め
た
の
は
明
治
三
十
三
年
九
月
頃
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
の
子
規

は
既
に
短
歌
に
お
け
る
「
主
観
」
の
有
効
性
を
発
見
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ

る
以
上
、
子
規
の
立
場
を
俳
句
革
新
か
ら
一
貫
し
た
「
客
観
」
重
視
と
見
る

こ
と
は
不
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四　

鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
の
係
争
点

　

鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
は
何
を
め
ぐ
る
論
争
だ
っ
た
の
か
。
先
述
の
よ
う

に
、「
不
可
並
称
」
を
喧
伝
し
た
の
は
渦
中
の
二
人
で
は
な
く
、
根
岸
短
歌

会
の
左
千
夫
や
久
良
岐
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
墨
汁
一
滴
」
で
示
唆
さ
れ

た
「
趣
味
」
の
相
違
点
を
、
論
争
当
時
の
子
規
の
発
言
に
遡
っ
て
求
め
る
こ

と
は
難
し
い
。そ
れ
な
ら
ば
、論
争
の
火
付
け
役
だ
っ
た
根
岸
派
歌
人
の
「
詩

的
標
準
」
に
目
を
向
け
て
み
て
は
ど
う
か
。
当
時
の
根
岸
派
の
主
張
は
、「
感

情
問
題
」
と
い
う
話
題
性
の
た
め
に
、
却
っ
て
そ
の
内
容
を
見
過
さ
れ
て
き

た
嫌
い
が
あ
る
。
以
下
、
根
岸
派
に
よ
る
言
表
に
注
目
し
、
鉄
幹
子
規
不
可

並
称
説
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
「
趣
味
」
の
一
端
を
探
っ
て
い
く
。

　

当
時
、
根
岸
派
の
中
で
も
殊
に
扇
動
的
だ
っ
た
の
は
阪
井
久
良
岐
だ
っ

た
。
彼
は
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』
と
『
大
帝
国
』
で
連
載
記
事
を
持
ち
、
継
続
し

て
持
論
を
発
表
で
き
た
。
し
か
し
、
久
良
岐
は
自
ら
が
称
揚
す
る
根
岸
派
の

「
詩
的
標
準
」
に
つ
い
て
多
く
は
語
ら
な
い
。
独
善
的
な
他
派
批
判
に
よ
っ

て
自
派
の
相
対
的
優
位
を
説
く
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
の
念
頭
に
あ
っ

た
の
は
、
必
ず
し
も
「
客
観
」
対
「
主
観
」
と
い
う
対
立
軸
で
は
な
か
っ
た
。

当
時
の
久
良
岐
は
、
主
に
「
主
観
」
の
領
分
に
お
い
て
自
派
と
他
派
を
区
別

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
の
主
張
は
「
主
観
」
尊
重
へ
移
行

し
た
子
規
の
立
場
と
重
な
り
合
う
。
ま
ず
は
久
良
岐
の
発
言
を
追
い
、
根
岸

派
の
論
調
の
大
枠
を
捉
え
て
お
こ
う
。

　

久
良
岐
に
よ
れ
ば
、
歌
壇
に
勃
々
た
る
新
派
歌
人
の
中
に
は
「
各
独
よ
が

り
の
主
観
歌
に
恋
愛
を
歌
つ
て
得
々
た
る
者
が
多
い
」
と
い
う
（「
望
岳
街

談
」、
明
三
三
・
七
・
二
〇
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』）。
こ
の
傾
向
は
「
落
合
派
の
末
派

の
末
派
」
に
見
ら
れ
る
と
言
う
が
、
こ
れ
は
落
合
直
文
に
師
事
す
る
鉄
幹
を

視
野
に
入
れ
て
の
発
言
だ
ろ
う
。
久
良
岐
は
そ
う
し
た
「
主
観
」
の
在
り
方

を
、「
デ
モ
主
観
」、「
キ
ザ
な
主
観
」
と
揶
揄
し
（「
デ
モ
新
派
の
歌
人
」、
明
三

三
・
八
・
二
〇
『
大
帝
国
』）、「
モ
ト
よ
り
美
を
無
視
し
た
世
の
自
己
的
主
観
（
自

分
天
狗
、
強
が
り
エ
ラ
が
り
）
等
の
エ
セ
歌
」
を
排
斥
せ
ん
と
企
て
る
（「
歌
壇

放
言
」、
明
三
三
・
一
〇
・
五
『
大
帝
国
』）。

　

こ
の
よ
う
に
、
久
良
岐
は
「
主
観
歌
」
の
一
傾
向
、
す
な
わ
ち
個
人
的
な

恋
情
な
ど
を
「
独
よ
が
り
」
に
詠
む
「
自
己
的
主
観
」
を
嘲
弄
し
て
い
る
。

試
み
に
同
時
期
の
鉄
幹
の
作
を
「
小
扇
」（
明
三
三
・
八
・
三
〇
『
読
売
新
聞
』

朝
刊
）
か
ら
引
い
て
み
よ
う
。
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よ
そ
な
が
ら
恋
ひ
を
る
我
に
よ
そ
な
が
ら
人
も
恋
せ
ば
見
て
な
ぐ
さ
め

むく
れ
な
ゐ
の
袖
口
か
み
て
ほ
〻
ゑ
み
て
千
と
せ
祈
る
は
世
の
常
の
恋

世
の
常
と
見
た
ま
ふ
憎
し
あ
め
つ
ち
に
ふ
た
り
が
恋
は
シ
ル
レ
ル
知
ら

む

　

こ
れ
ら
の
歌
に
久
良
岐
の
批
判
す
る
「
自
己
的
主
観
」
を
読
み
取
る
こ
と

は
容
易
い
。「
作
者
の
意
思
感
情
」
が
極
め
て
個
人
的
な
「
恋
」
と
し
て
表

出
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
一
首
目
で
は
、
ど
の
名
詞
や
動
詞
を
取
っ
て
み

て
も
抽
象
の
度
合
い
が
強
く
、
ほ
と
ん
ど
「
客
体
的
の
事
物
」
を
排
除
し
て

い
る
。
二
首
目
の
場
合
、
上
の
句
ま
で
は
人
物
の
動
作
が
視
覚
的
に
詠
ま
れ

て
い
る
が
、
下
の
句
で
は
そ
れ
ら
が
「
世
の
常
の
恋
」
へ
の
祈
り
と
い
う
観

念
的
な
水
準
へ
収
斂
し
て
し
ま
う
。
三
首
目
も
一
首
目
同
様
に
具
象
性
を
欠

い
て
お
り
、
観
念
的
な
「
恋
」
の
在
り
様
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
歌
の
巧
拙
や
優
劣
は
問
題
で
は
な
い
。
重
要
な
の

は
、
久
良
岐
の
想
定
す
る
「
詩
的
標
準
」
が
、
こ
う
し
た
歌
風
を
排
斥
す
る

よ
う
な
言
説
に
立
脚
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
「
自
己
的
主
観
」

に
対
抗
し
て
「
客
観
」
の
み
を
推
奨
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。「
歌
壇
放

言
」（
明
三
三
・
一
〇
・
五
『
大
帝
国
』）
中
の
次
の
一
節
は
、
久
良
岐
が
想
定

し
た
根
岸
派
と
他
派
と
の
対
立
軸
を
端
的
に
描
出
し
て
い
る
。

所
で
詰
ま
り
論
の
極
点
は
、
主
観
の
歌
の
分
量
論
で
あ
る
、
根
岸
で
は

自
己
的
主
観
の
歌
（
述
懐
的
の
自
分
を
讃
し
た
歌
と
か
自
分
一
個
特
別
の
考

を
歌
う

（
マ
マ
）歌

）
等
は
一
切
排
斥
し
て
、
普
通
観
念
の
上
に
立
つ
た
主
観
、

即
ち
文
学
的
主
観
歌
を
主
張
す
る
の
で
、
他
の
人
々
は
述
懐
（
自
他
の

差
別
な
く
思
う

（
マ
マ
）所

を
述
べ
た
）
歌
を
も
文
学
的
主
観
と
す
る
と
云
う
（
マ
マ
）に
あ

る
の
だ

　

久
良
岐
は
根
岸
派
の
「
主
観
」、
す
な
わ
ち
「
普
通
観
念
の
上
に
立
つ
た

主
観
」
を
、
無
批
判
に
「
文
学
的
主
観
」
と
位
置
づ
け
る
。
別
言
す
れ
ば
、

「
文
学
」
と
い
う
価
値
基
準
を
占
有
す
る
こ
と
で
、
暗
に
自
派
の
正
統
性
を

確
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
子
規
は
「
感
情
」
の
再
現
を
「
文
学
」
の
根
底

に
据
え
て
い
た
が
、
同
論
で
の
久
良
岐
も
そ
の
文
学
観
を
追
認
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
前
提
を
自
明
視
す
る
か
ら
こ
そ
、
体
験
の
固
有
性
に
依
拠
し
た

「
自
己
的
主
観
」
が
槍
玉
に
上
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
久
良
岐
は
こ
う
し
た
「
自
己
的
主
観
」
を
「
自
我
」
と
言
い
換

え
る
。
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
鉄
幹
宛
書
簡
で
も
、
久
良
岐
は
鉄
幹
の
主
張
を

「
自
我
論
」
と
表
現
し
て
い
た
（「
蛇
口
仏
心
」、
明
三
三
・
一
〇
・
一
二
『
明
星
』）。

こ
れ
は
鉄
幹
ら
が
掲
げ
た
「
新
詩
社
清
規
」（「
一
筆
啓
上
」、
明
三
三
・
九
・
一

二
『
明
星
』）
の
一
節
│
│
「
わ
れ
ら
は
互
に
自
我
の
詩
を
発
揮
せ
ん
と
す
」

│
│
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
の
久
良
岐
の
「
自
我
」
批
判
は
、「
自
我
自
信

と
い
ふ
事
は
、
丈
夫
の
本
領
で
あ
ら
う
が
、（
…
…
）
自
己
に
自
惚
れ
て
ゐ

る
中
は
、
他
の
長
所
と
い
ふ
者
が
見
え
な
い
」（「
望
岳
街
談
」、
明
三
三
・
一
〇
・

二
〇
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』）
と
い
っ
た
発
言
に
現
れ
て
い
る
。こ
こ
で
も
、彼
は
「
自

我
」
を
「
自
惚
れ
」
と
否
定
的
に
捉
え
、
そ
の
対
立
項
と
し
て
正
統
な
「
主

観
」
を
仮
構
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
自
己
的
主
観
」、「
自
我
」
に
対
す
る
批
判
は
、
当
時
の
根
岸

派
歌
人
の
共
通
認
識
だ
っ
た
。
伊
藤
左
千
夫
は
「
歌
に
就
き
て
吾
今
日
の
考
」

（
明
三
三
・
一
一
・
五
『
大
帝
国
』）
の
中
で
、「
自
我
」
を
「
詩
歌
の
仇
敵
」
と

即
断
す
る
。
そ
し
て
、「
詩
歌
の
要
は
他
の
同
情
を
得
る
に
あ
り
」
と
し
た

上
で
、「
他
の
同
情
を
得
ざ
る
の
詩
歌
は
、
又
決
し
て
己
を
慰
め
ざ
る
な
り
」
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と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
明
星
』
を
名
指
し
し
て
、「
其
自
慢
傲
慢
自
愡

等
の
製
作
を
拉
し
去
ら
ば
、
残
る
所
幾
許
ぞ
」
と
直
接
的
な
批
判
を
展
開
し

て
い
る
。
詩
歌
を
「
公
共
的
の
物
」
と
断
言
し
、「
他
の
同
情
」
を
そ
の
要

諦
と
位
置
づ
け
る
左
千
夫
の
姿
勢
は
、「
感
情
」
の
再
現
を
重
視
す
る
子
規

の
立
場
と
根
底
で
繋
が
っ
て
い
る８
。

　

ま
た
、
香
取
秀
真
に
も
同
様
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
彼
は
「
美
術
や
文
学

は
私
一
箇
人
の
も
の
に
有
ら
で
、
公
共
的
の
も
の
な
り
」
と
前
置
き
し
、「
私

の
為
に
作
り
た
る
歌
は
、
真
の
歌
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
論
じ
て
い
る
（「
私

の
為
に
作
り
た
る
歌
」、
明
三
三
・
九
・
二
〇
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』）。
こ
の
「
公
共
的
」

と
い
う
観
点
が
先
の
左
千
夫
論
に
も
流
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
秀
真
の
言
う

「
自
己
一
人
の
感
想
に
し
て
、
然
も
公
共
的
な
ら
ざ
る
」
と
は
、「
悟
り
め
き

て
独
り
よ
が
り
」
な
こ
と
や
「
卑
近
に
し
て
浅
薄
な
る
自
己
単
独
の
感
懐
」

を
指
す
。
こ
の
「
独
り
よ
が
り
」
の
語
は
先
の
久
良
岐
論
と
強
く
共
鳴
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
点
で
秀
真
の
発
言
も
ま
た
、
当
時
の
根
岸
派
に
よ
る
「
趣

味
」
を
補
強
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

以
上
の
論
点
を
要
約
す
る
。
根
岸
派
の
人
々
は
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
に

お
い
て
「
公
共
的
」
で
な
い
「
自
己
的
主
観
」
を
非
「
文
学
」
と
し
て
排
斥

し
て
い
た
。
そ
の
背
後
に
は
、「
感
情
」
の
再
現
、
あ
る
い
は
「
同
情
」
を

歌
の
要
諦
と
み
な
す
、
子
規
の
排
他
的
な
文
学
観
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
論
争

の
係
争
点
に
着
目
す
る
限
り
、
子
規
に
与
す
る
根
岸
派
の
「
趣
味
」
と
は
、

必
ず
し
も
写
実
主
義
と
要
約
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、「
公
共
的
」
な
「
主

観
」
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
鉄
幹
は
根
岸
派
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
。
彼
は

根
岸
派
か
ら
中
傷
が
あ
る
ま
で
、
子
規
と
の
並
称
を
問
題
視
し
て
い
な
か
っ

た
。
実
際
、
子
規
か
ら
「
新
派
同
士
の
喧
嘩
」、「
歌
戦
」
を
促
す
書
状
（
明

三
三
・
八
・
一
付
）
が
届
い
た
際
も
、
鉄
幹
は
歌
壇
の
警
醒
を
期
待
し
、
慇
懃

な
態
度
で
こ
れ
に
応
じ
た
。
だ
が
、「
不
可
並
称
」
問
題
が
浮
上
す
る
と
、

鉄
幹
も
そ
の
延
長
で
根
岸
派
の
特
色
に
言
及
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、

彼
が
想
定
し
た
対
立
軸
は
、
根
岸
派
の
そ
れ
と
は
些
か
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

　

鉄
幹
は
「
国
詩
革
新
の
歴
史
」（
明
三
三
・
一
〇
・
四
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』）
に
お

い
て
、「
国
詩
革
新
の
先
進
者
を
無
視
」
す
る
子
規
ら
の
「
傲
慢
無
礼
な
態

度
」
を
戒
め
る
。
同
論
で
彼
は
「
子
規
君
が
今
詠
ん
で
居
る
擬
古
的
の
歌
の

や
う
な
も
の
」
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
規
没
後
の
「
昨
年
の
短
歌
壇
」

（
明
三
六
・
二
・
一
『
明
星
』）
で
も
、
新
聞
『
日
本
』
や
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』
掲

載
の
短
歌
を
「
故
人
子
規
子
の
歌
風
を
継
承
す
る
一
派
の
擬
古
詩
」
と
呼
称

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鉄
幹
は
子
規
ら
の
「
擬
古
的
」
な
歌
風
を
意
識

し
つ
つ
も
、「
主
観
」
や
「
客
観
」
と
い
う
論
点
に
は
あ
ま
り
注
意
を
払
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
鉄
幹
の
立
場
は
子
規
へ
の
同
時
代
評
と
も
部
分
的
に
呼
応
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、『
国
学
院
雑
誌
』（
明
三
三
・
七
・
二
〇
）
彙
報
欄
「
和
歌

壇
の
一
頓
挫
」
で
は
、
子
規
ら
の
「
万
葉
調
」
に
対
し
て
「
今
日
に
於
い
て
、

こ
の
古
調
を
採
る
と
い
ふ
の
は
抑
誤
で
あ
ら
う
」
と
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
鉄
幹
と
親
交
の
あ
っ
た
中
山
梟
庵
（
○
△
生
）
は
「
写
実
的
の
万
葉

調
で
は
中
々
人
を
頷
か
す
事
は
出
来
ぬ
」（「
放
念
録
」、
明
三
三
・
一
〇
・
一
〇

『
関
西
文
学
』）
と
断
じ
て
い
る
し
、
彌
生
山
人
は
「
万
葉
の
古
に
返
す
積
り

な
ら
ば
即
ち
復
古
派
で
あ
る
」（「
随
感
随
筆
」、
明
三
三
・
一
〇
・
二
五
『
東
京

朝
日
新
聞
』
朝
刊
）
と
評
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
根
岸
派
に
は
「
擬
古
的
」
な
「
万
葉
調
」
と
い
う
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評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
根
岸
派
が
表
現
内
容
の
水
準
で
鉄

幹
の
「
自
己
的
主
観
」
を
攻
撃
し
て
い
た
の
に
対
し
、
鉄
幹
ら
は
表
現
方
法

の
領
分
で
根
岸
派
を
批
判
し
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
何
を
詠
む
か
と
如
何
に

詠
む
か
と
い
う
二
つ
の
問
題
意
識
が
あ
っ
た
。
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
、
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
は
「
感
情
問
題
」
の
た
め
に
不
発
に
終

わ
っ
た
。
し
か
し
、
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
両
者
の
想
定
し
た
対
立
軸
の
ず

れ
が
「
歌
学
論
争
」
と
し
て
の
発
展
を
阻
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、
写
実
的
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
当
時
の
主
た
る
係
争
点
で

は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
を
浪
漫
主
義
対

写
実
主
義
と
い
う
構
図
の
み
に
還
元
す
る
こ
と
は
不
穏
当
で
あ
る
。

五　

短
歌
革
新
の
位
置

　

根
岸
派
が
揶
揄
す
る
鉄
幹
の
一
面
、
す
な
わ
ち
「
自
己
的
主
観
」
や
「
自

我
」
へ
の
拘
泥
は
、
確
か
に
浪
漫
主
義
の
徴
表
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の

対
立
項
と
し
て
子
規
ら
の
立
場
を
写
実
主
義
と
概
括
す
る
の
は
早
計
で
あ

る
。
繰
り
返
す
が
、
論
争
当
時
の
子
規
の
短
歌
観
は
既
に
「
主
観
」
尊
重
へ

と
傾
い
て
い
た
。
事
実
、
久
良
岐
ら
も
「
文
学
的
主
観
」
を
標
榜
し
な
が
ら
、

他
派
の
「
自
己
的
主
観
」
を
攻
撃
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、「
主
観
」
へ
の

傾
斜
を
踏
ま
え
る
と
き
、
短
歌
革
新
と
い
う
言
説
は
子
規
の
文
学
営
為
の
中

で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
俳
句
革
新
か
ら
の
接
続
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
短
歌
革
新
の
位
置
づ
け
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

　

再
三
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
俳
句
革
新
の
根
底
に
は
、「
理
屈
」
を
自
明

的
に
排
除
し
、「
感
情
」
を
無
批
判
に
称
揚
す
る
文
学
観
が
あ
っ
た
。
こ
の

姿
勢
は
短
歌
を
論
じ
る
際
に
も
一
貫
し
て
い
る
。
た
だ
、
俳
句
革
新
と
い
う

言
説
に
は
、「
文
学
」
と
し
て
の
俳
句
の
存
在
意
義
を
打
ち
出
す
一
面
が
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、「
文
学
」
の
範
疇
で
、
他
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
俳
句
の
独
自

性
を
保
証
す
る
と
い
う
名
目
で
あ
る
。

　

俳
句
革
新
に
乗
り
出
し
た
明
治
二
十
五
年
頃
の
子
規
は
、
小
説
や
長
篇
詩

と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
で
俳
句
の
存
在
意
義
を
保
証
し
て
き
た
。
こ
の
と

き
彼
は
「
文
学
」
の
表
現
内
容
を
「
天
然
」
と
「
人
事
」
に
弁
別
し
、
複
雑

な
「
人
事
」
を
小
説
に
譲
る
こ
と
で
、「
天
然
」
を
短
詩
形
固
有
の
表
現
内

容
と
し
て
確
保
し
た
。
簡
単
な
詩
形
に
は
、
簡
単
な
詩
想
が
適
す
る
と
い
う

論
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
俳
句
を
叙
景
詩
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
複
雑
な

叙
事
詩
や
抒
情
詩
と
の
差
異
を
強
調
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
、「
客
観
」
重

視
の
俳
句
観
に
、
論
理
的
な
正
当
性
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
る９
。

　

し
か
し
、「
天
然
」
を
基
調
と
す
る
子
規
の
俳
句
観
は
、
高
浜
虚
子
の
「
新

調
」
を
評
価
す
る
中
で
挫
折
を
迎
え
て
し
ま
うＡ
。
明
治
二
十
九
年
頃
の
文
壇

で
は
、
新
派
俳
句
の
台
頭
に
伴
い
、
俳
句
の
存
在
価
値
を
め
ぐ
る
議
論
が
過

熱
し
て
い
た
。
特
に
、「
天
然
」
を
重
ん
じ
る
子
規
ら
日
本
派
に
対
し
て
は
、

表
現
内
容
の
狭
窄
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
子
規
は
、
虚
子
の

句
風
に
見
ら
れ
る
時
間
表
現
や
「
人
事
」
を
積
極
的
に
支
持
す
る
こ
と
で
、

「
天
然
」
偏
重
と
い
う
誹
り
を
覆
そ
う
と
試
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
表
現
内
容

の
複
雑
さ
を
志
向
す
る
「
新
調
」
は
、
十
七
字
の
定
型
を
破
壊
す
る
傾
向
と

軌
を
一
に
し
て
い
る
。
子
規
は
内
容
の
複
雑
化
に
伴
う
詩
形
の
解
消
に
つ
い

て
は
疑
念
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
虚
子
の
人
事
句
や
時
間
表
現
を
以
て
、

句
形
上
の
特
性
か
ら
逸
脱
し
た
「
無
理
を
為
し
た
」（「
明
治
二
十
九
年
の
俳

諧
」、
明
三
〇
・
一
・
二
三
『
日
本
』）
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
俳
句
革
新
の
推
移
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
子
規
の
短
歌
観
の
屈
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折
は
「
客
観
」
偏
重
の
行
き
詰
ま
り
を
回
避
す
る
た
め
の
一
戦
略
と
評
価
で

き
る
。
だ
が
、
短
歌
革
新
に
お
い
て
「
主
観
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と

き
、
短
詩
形
を
採
用
す
る
子
規
従
来
の
根
拠
は
再
び
揺
ら
ぐ
。
短
歌
や
俳
句

が
そ
の
短
さ
ゆ
え
に
、
精
密
な
「
客
観
」
を
効
果
的
に
描
け
る
の
だ
と
し
た

ら
、「
主
観
」
の
許
容
は
そ
う
し
た
個
性
の
一
部
を
解
消
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
虚
子
の
「
新
調
」
同
様
、
短
詩
形
で
敢
え
て
「
主
観
」
を
詠
む
こ

と
は
「
無
理
を
為
」
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、「
主
観
」
へ

の
歩
み
寄
り
は
、
か
つ
て
の
持
説
に
対
す
る
破
壊
的
な
転
回
と
し
て
評
価
で

き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
主
観
」
尊
重
の
短
歌
観
は
、
俳
句
革
新
に
お
け
る
短

詩
肯
定
の
論
拠
と
矛
盾
す
る
。
し
か
し
、
通
時
的
な
矛
盾
が
必
ず
し
も
誤
り

だ
と
は
限
ら
な
い
。
俳
句
革
新
出
発
期
の
子
規
は
、
表
現
内
容
の
棲
み
分
け

に
よ
っ
て
遡
及
的
に
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
線
を
引
こ
う
と
試
み
た
。
こ
こ
に
は

多
様
な
表
現
内
容
を
包
括
的
に
許
容
す
る
視
座
は
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

短
歌
革
新
と
い
う
言
説
は
、
実
作
面
で
の
佳
作
を
反
証
と
す
る
こ
と
で
、
子

規
自
ら
が
設
定
し
た
理
論
上
の
限
界
を
超
克
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

実
際
、
子
規
の
歌
の
中
に
「
主
観
的
」
要
素
を
見
出
す
こ
と
は
難
く
な
い
。

た
と
え
ば
、「
歌
心
」
に
触
発
さ
れ
た
藤
の
花
十
首
（「
墨
汁
一
滴
」、
明
三
四
・

四
・
二
八
『
日
本
』）
な
ど
は
、
子
規
の
「
主
観
」
の
在
り
様
を
生
彩
に
伝
え

て
い
る
。
そ
こ
に
は
表
現
内
容
と
ジ
ャ
ン
ル
の
適
否
を
問
う
、
子
規
従
来
の

論
理
は
介
在
し
な
い
。
理
論
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
な
い
感
興
の
高
ま
り
が
、

「
客
観
」
に
束
縛
さ
れ
な
い
短
詩
形
の
可
能
性
を
開
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
し
ひ
て
筆
を
取
り
て
」
十
首
（「
墨
汁
一
滴
」、
明
三
四
・
五
・
四
『
日
本
』）
で
も
、

「
客
観
」
や
「
写
生
」
と
い
っ
た
評
価
軸
に
は
還
元
で
き
な
い
子
規
の
「
感
情
」

が
あ
り
あ
り
と
表
出
し
て
い
る
。

佐
保
神
の
別
れ
か
な
し
も
来
ん
春
に
ふ
た
ゝ
び
逢
は
ん
わ
れ
な
ら
な
く

にい
ち
は
つ
の
花
咲
き
い
で
ゝ
我
目
に
は
今
年
ば
か
り
の
春
行
か
ん
と
す

病
む
我
を
な
ぐ
さ
め
が
ほ
に
開
き
た
る
牡
丹
の
花
を
見
れ
ば
悲
し
も

　

子
規
が
想
定
し
た
短
歌
の
「
主
観
」
は
一
人
称
的
な
語
り
手
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
語
り
手
＝
作
者
と
い
う
関
係
性
が
仮
構
さ
れ
、

作
者
の
置
か
れ
た
文
脈
が
無
理
な
く
作
中
に
取
り
込
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歌

に
漂
う
切
実
な
「
感
情
」
は
、
死
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
子
規
の
姿
を
自

然
と
想
起
さ
せ
る
。
詞
書
も
そ
う
し
た
切
迫
し
た
語
り
を
助
け
て
い
る
。
そ

し
て
、
作
者
の
置
か
れ
た
文
脈
を
透
過
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、「
主
観
」

と
「
客
観
」
の
強
固
な
架
橋
が
築
か
れ
、
字
数
の
枠
を
感
じ
さ
せ
な
い
一
首

の
広
が
り
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
子
規
は
、「
趣
味
」
へ

の
拘
泥
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
で
根
岸
派
が
批
判
し
た

「
自
己
的
主
観
」
へ
と
歩
み
寄
り
つ
つ
あ
る
。

　

子
規
は
短
歌
革
新
の
屈
折
の
中
で
、
短
歌
と
い
う
形
式
を
積
極
的
に
支
持

す
る
根
拠
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
持
説
を
覆
す
よ
う
な

「
主
観
」
の
許
容
は
、
却
っ
て
実
作
に
お
い
て
新
生
面
を
開
く
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
変
転
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
き
、「
写
生
」
と
い
う
語
を
多
義

的
に
用
い
て
ま
で
し
て
、
写
実
主
義
的
な
子
規
像
を
描
く
必
要
も
な
く
な
る

だ
ろ
う
。

六　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
鉄
幹
子
規
不
可
並
称
説
に
お
け
る
係
争
点
を
再
検
証
し
つ
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つ
、「
写
生
」
中
心
の
子
規
像
の
読
み
換
え
を
図
っ
て
き
た
。
当
時
の
論
争

を
振
り
返
る
と
、
根
岸
派
の
人
々
は
必
ず
し
も
「
客
観
」
に
基
づ
く
写
実
主

義
を
標
榜
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
彼
ら
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、

「
公
共
的
」
な
主
観
と
「
自
己
的
主
観
」
の
対
立
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
前
者

を
支
持
す
る
根
岸
派
の
論
調
は
「
主
観
」
尊
重
へ
移
行
し
た
子
規
の
短
歌
観

と
重
な
り
合
う
。
同
時
に
、「
共
感
」
に
重
き
を
置
く
姿
勢
は
、「
感
情
」
の

再
現
を
重
視
す
る
子
規
の
文
学
観
と
も
通
底
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鉄

幹
子
規
不
可
並
称
説
の
係
争
点
か
ら
子
規
の
短
歌
革
新
を
逆
照
射
す
る
と
、

そ
こ
に
は
「
写
生
」
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
「
客
観
」
重
視
の
姿
勢
で
は
な

く
、
む
し
ろ
「
主
観
」
尊
重
を
基
調
と
し
た
短
歌
観
が
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
。

　

最
後
に
付
言
す
る
と
、
子
規
の
短
歌
観
の
変
容
は
写
生
文
の
提
唱
と
も
呼

応
し
て
い
た
。
子
規
は
明
治
三
十
一
年
か
ら
小
品
文
を
発
表
し
始
め
、
鉄
幹

子
規
不
可
並
称
論
争
と
同
年
の
「
叙
事
文
」（
明
三
三
・
一
・
二
九
〜
三
・
一
二

『
日
本
』
附
録
週
報
）
で
も
、
文
章
に
お
け
る
「
写
生
」
を
論
じ
て
い
る
。
本

稿
で
触
れ
た
短
詩
肯
定
の
挫
折
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
の
一
因
と
し
て
評
価
し

得
る
。
ま
た
、
相
馬
庸
郎
『
子
規
・
虚
子
・
碧
梧
桐
│
│
写
生
文
派
文
学
論
』

（
一
九
八
六
・
七
、
洋
々
社
、「
創
始
期
の
写
生
文
」）
に
よ
れ
ば
、
子
規
の
小
品
文

は
「
写
実
的
性
格
の
濃
い
も
の
と
非
写
実
的
性
格
の
濃
い
も
の
」
に
分
か
れ

る
と
い
う
が
、
こ
の
二
つ
の
流
れ
の
中
に
、
本
稿
で
論
じ
た
「
客
観
」
と
「
主

観
」
の
命
脈
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

子
規
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し
つ
つ
、
そ
の
文
学
観
を
変
容
さ
せ
て

い
っ
た
。
そ
こ
に
は
単
線
的
な
持
説
の
深
化
で
は
な
く
、
形
式
へ
の
適
否
や

同
時
代
言
説
を
意
識
し
た
主
張
の
揺
ら
ぎ
が
見
て
取
れ
る
。
子
規
の
短
歌
革

新
は
、「
客
観
」
偏
重
の
俳
句
観
か
ら
は
逸
脱
し
た
も
の
の
、「
主
観
」
の
再

評
価
に
よ
っ
て
「
写
生
」
に
囚
わ
れ
な
い
一
面
を
開
拓
し
、
散
文
の
領
野
と

も
交
錯
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

伊
沢
元
美
「
子
規
に
お
け
る
『
趣
味
』
の
概
念
」（
一
九
六
六
・
三
『
俳
句
』

一
五
巻
三
号
）
を
参
照
す
る
と
、
こ
こ
で
の
「
趣
味
」
は
「
あ
る
物
・
こ
と
が

ら
（
美
的
対
象
）
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
能
力
」
に
あ
た
る
。
こ
の
用
例
と

し
て
は
、「
春
を
愛
す
る
を
知
て
秋
を
愛
す
る
を
知
ら
ざ
る
は
其
趣
味
に
於
て

未
た
発
達
せ
ざ
る
所
あ
り
」（「
春
色
秋
光
」、
明
二
六
・
一
〇
・
二
八
『
日
本
』）

や
「
退
い
て
之
（
引
用
注
、
日
本
画
と
洋
画
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
）
を
文
学
上
我

得
る
所
の
趣
味
と
対
照
す
る
に
符
節
を
合
す
が
如
し
」（「
病
牀
譫
語
」、
明
三

二
・
三
・
二
〇
『
日
本
』
附
録
週
報
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
伊
沢
論
に
よ
る

と
、
子
規
が
用
い
る
「
趣
味
」
は
、
そ
の
多
く
が
「
詩
美
・
詩
味
・
詩
趣
」
を

指
す
。
こ
の
場
合
、「
理
窟
多
き
句
は
何
の
面
白
き
感
を
も
起
さ
ゞ
る
べ
く
之

を
無
趣
味
と
も
趣
味
少
な
し
と
も
評
す
る
な
り
」（「
俳
諧
反
故
籠
」、
明
三
〇
・

二
・
一
五
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』）
な
ど
、「
理
屈
」
と
の
対
置
が
散
見
さ
れ
る
。

（
２
）　

楠
本
憲
吉
「
子
規
と
鉄
幹
」（
一
九
六
七
・
一
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』

三
二
巻
一
号
）
は
、「
こ
の
論
争
は
、
新
詩
社
の
浪
漫
主
義
と
根
岸
短
歌
会
の

写
実
主
義
、
芸
術
派
と
人
生
派
、
理
想
主
義
と
自
然
主
義
、
自
由
主
義
的
精
神

団
体
と
ギ
ル
ド
的
結
社
の
問
題
な
ど
な
ど
、
新
派
短
歌
の
重
要
な
因
子
を
孕
む

対
立
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
感
情
論
に
終
始
し
」
た
と
要
約
し
て
い
る
。
ま

た
、
新
間
進
一
「
子
規
と
鉄
幹
」（
一
九
八
〇
・
九
『
短
歌
』
二
七
巻
九
号
）
も
、

「「
明
星
」
が
次
第
に
明
確
に
し
始
め
た
浪
漫
的
色
彩
と
、
写
実
中
心
の
根
岸
派

と
の
大
き
な
食
い
違
い
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
３
）　

こ
う
し
た
「
歌
俳
同
一
」
観
は
、「
歌
は
俳
句
の
長
き
者
、
俳
句
は
歌
の
短

き
者
な
り
と
謂
ふ
て
何
の
故
障
も
見
ず
」（「
人
々
に
答
ふ
」、
明
三
一
・
五
・

三
『
日
本
』）
や
「
私
が
今
日
和
歌
を
非
と
す
る
は
前
日
俳
句
を
非
と
せ
し
と

事
情
相
似
た
る
の
み
な
ら
ず
論
点
迄
も
一
致
致
居
候
。
陳
腐
、
卑
俗
、
無
趣
味
、

無
気
力
、
人
為
の
法
則
に
拘
束
せ
ら
る
る
事
等
は
箇
條
の
重
な
る
者
に
有
之
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候
」（
陸
羯
南
宛
書
簡
、
明
三
一
・
二
・
二
三
付
）
と
い
っ
た
発
言
に
見
ら
れ
る
。

（
４
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
井
利
彦
『
正
岡
子
規
の
研
究　

上
』（
一
九
七
六
・

五
、
明
治
書
院
、「
一
‐
二　

短
歌
革
新
」）
や
小
瀬
千
恵
子
「
子
規
短
歌
の
問

題
点
│
│
主
観
に
対
す
る
目
覚
め
│
│
」（
一
九
七
八
・
三
『
実
践
国
文
学
』

一
三
号
）、
今
西
幹
一
『
正
岡
子
規
の
短
歌
の
世
界
│
│
『
竹
乃
里
歌
』
の
成

立
と
本
質
│
│
』（
一
九
九
〇
・
一
、
有
精
堂
出
版
、「
序
章　

子
規
の
文
芸
に

お
け
る
短
歌
の
位
置
│
│
何
が
始
ま
り
、
何
が
加
わ
っ
た
か
│
│
」）
な
ど
が

詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
５
）　

た
と
え
ば
、「
薄
暮
遠
望
」
と
題
さ
れ
た
第
一
首
「
し
つ
の
男
が
牛
ひ
き
か

へ
る
う
し
ろ
か
け
見
る
〳
〵
消
え
て
野
は
暮
れ
に
け
り
」
の
「
牛
ひ
き
か
へ
る

う
し
ろ
か
け
」
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
。
左
千
夫
が
意
識
し
た
か
は

定
か
で
な
い
が
、
松
尾
芭
蕉
、
山
口
素
堂
の
「
梅
の
風
」
両
吟
百
韻
（『
江
戸

両
吟
集
』、
延
宝
四
年
刊
）
に
、「
糞
担
籠
き
よ
し
村
雨
の
空　

信
章
／
夕
陽
に

牛
ひ
き
帰
る
遠を

ち

の
雲　

桃
青
」
と
の
付
合
が
あ
る
。
た
だ
し
、
和
歌
に
も
「
夕

日
さ
す
里
の
か
き
ね
に
う
な
ゐ
こ
が
野
飼
の
犢
引
き
か
へ
る
み
ゆ　

蘆
庵
」

（
小
川
萍
流
編
『
六
帖
詠
草
拾
遺
』、
嘉
永
二
年
刊
、
上
・
雑
歌
、
詞
書
「
遠
村

眺
望
」）
と
い
う
用
例
が
あ
る
た
め
、
当
該
の
表
現
を
一
概
に
俳
句
的
と
言
え

る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

（
６
）　

こ
う
し
た
子
規
の
文
学
観
は
、「
理
屈
は
理
屈
に
し
て
文
学
に
非
ず
」（「
俳

諧
大
要
」、
明
二
八
・
一
二
・
二
『
日
本
』）
や
「
文
学
は
感
情
的
の
者
に
し
て

些
の
理
窟
も
容
れ
ず
、
一
点
の
理
窟
あ
れ
ば
則
ち
文
学
な
ら
ず
」（「
曝
背
閑

話
」、
明
三
一
・
三
・
五
『
韻
文
学
』）
と
い
っ
た
箇
所
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
新
派
と
云
ふ
方
は
感
情
を
主
と
し
て
居
て
、
宗
匠
派
の
方
は
幾
ら
か
其
れ
に

理
屈
を
混
ぜ
て
居
る
」（「
俳
諧
新
旧
派
の
異
同
」、
明
三
四
・
四
・
五
『
太
陽
』）

と
い
う
よ
う
に
、「
感
情
」
と
「
理
屈
」
の
対
比
は
新
派
と
旧
派
を
弁
別
す
る

指
標
に
も
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
様
の
二
項
対
立
は
「
我
（
引
用
注
、
新

派
俳
句
）
は
直
接
に
感
情
に
訴
へ
ん
と
欲
し
彼
（
引
用
注
、
月
並
俳
句
）
は
往
々

智
識
に
訴
へ
ん
と
欲
す
」（「
俳
句
問
答
」、
明
二
九
・
七
・
二
七
『
日
本
』）
や
、

「
美
術
は
感
情
に
訴
ふ
べ
く
し
て
道
理
に
訴
ふ
べ
か
ら
ず
」（「
文
学
」、
明
二

九
・
八
・
五
『
日
本
人
』）
と
い
っ
た
発
言
に
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
な
お
、
子

規
の
用
い
る
「
理
屈
」
に
は
「
理
窟
」
の
表
記
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
直
接
の

引
用
を
除
き
「
理
屈
」
と
表
記
す
る
。

（
７
）　

こ
こ
に
掲
げ
た
前
二
句
に
は
典
拠
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、「
福
寿
草
」
の

句
の
典
拠
は
、
小
林
一
茶
『
文
化
句
帖
』（
文
化
元
年
〜
五
年
頃
成
立
）
中
の

「
貧
乏
草
」
と
推
測
さ
れ
る
。
一
茶
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
福
寿
草
と
い
へ
る
花
」

を
「
人
々
の
も
て
は
や
す
こ
と
の
う
ら
や
ま
し
く
」、
自
分
も
一
本
植
え
て
み

た
が
、「
山
吹
の
う
る
は
し
き
色
に
は
咲
か
で
、
灯
心
の
油
じ
み
た
る
花
」
し

か
咲
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
茶
は
「
い
ぶ
せ
き
庵
に
移
し
」
た
こ
と
が
原
因

か
と
思
い
、「
戯
に
か
れ
が
名
を
と
り
か
へ
」
て
、「
藪
並
や
貧
乏
草
も
花
の
春
」

と
「
貧
乏
草
愛
た
き
春
に
逢
に
け
り
」
の
二
句
を
詠
ん
だ
。
こ
こ
に
「
福
寿
草
」

か
ら
「
貧
乏
草
」
へ
の
転
換
が
見
ら
れ
る
。
次
に
、「
蠅
を
打
つ
」
の
句
は
、「
蠅

を
う
つ
時
は
ち
い
さ
き
心
か
な　

梅
室
」（『
梅
室
家
集
』、
天
保
十
年
刊
、
上
・

夏
之
部
）
を
踏
ま
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
典
拠
は
、
作
者
＝
語
り
手

と
い
う
図
式
を
多
層
化
す
る
が
、「
主
観
」
の
現
出
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
８
）　

左
千
夫
は
後
年
、
子
規
と
比
べ
た
際
の
「
与
謝
野
一
派
、
竹
柏
園
の
一
流
、

其
他
尾
上
金
子
な
ど
の
一
流
」
の
欠
点
と
し
て
、「
作
り
出
づ
べ
き
題
に
対
し

て
先
づ
注
文
を
建
て
ゝ
居
る
」
点
を
挙
げ
、
歌
の
自
律
的
な
価
値
よ
り
も
「
直

に
其
新
し
い
珍
ら
し
い
従
来
に
変
つ
た
詩
材
若
く
は
新
思
想
」
に
重
き
を
置
く

傾
向
を
批
判
し
て
い
る
（「
正
岡
子
規
論
」、
明
四
〇
・
九
・
一
『
中
央
公
論
』）。

（
９
）　

こ
う
し
た
「
天
然
」
に
依
拠
し
た
俳
句
観
は
、「
我
邦
に
短
篇
韻
文
の
起
り

し
所
以
を
論
ず
」（
明
二
五
・
一
〇
・
三
〇
『
早
稲
田
文
学
』）
や
「
文
学
漫
言
」

（
明
二
七
・
七
・
二
四
『
日
本
』）、「
俳
諧
大
要
」（
明
二
八
・
一
一
・
二
八
『
日

本
』）
な
ど
で
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
10
）　
「
新
調
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
子
規
俳
論
の
挫
折
│
│
明
治

二
十
九
年
前
後
に
お
け
る
俳
論
の
流
行
を
ふ
ま
え
て
│
│
」（
二
〇
一
四
・
一

〇
『
国
文
学
研
究
』
一
七
四
号
）
で
検
討
し
た
。

※
引
用
に
際
し
て
圏
点
と
ル
ビ
は
省
略
し
、
旧
字
は
適
宜
新
字
に
改
め
た
。


